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南海地震の前に井戸水の減少した井戸の現地調査

The field survey for the well water which decreased before the Nanaki earthquake
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昭和南海地震の前に井戸水が減少したという報告が当時の水路局によって報告されている。この報告書をもと
に地震前に水位が減少したという井戸のある地域の現地調査を行った。同時に井戸の水位変化の特徴を知るため
に、紀伊半島の印南町で 1991 年から水位の連続観測を開始した。高知県佐賀町や布でも昨年から連続観測を開始
した。これらの結果を報告する。またこの現象が安政南海地震の前にもあったことが古文書の調査から判明した。


